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１.地域概要 

近江八幡市は、滋賀県中部、琵琶湖東岸に位置する市であり古くから農業で栄

えてきた。古くは中山道、現在は国道 8号線が通る交通の要衝であり、中世には

多くの城や寺社が建てられた。織田信長が築城した安土城は有名である。 

市内総土地面積 17,745ha のうち田 4,030ha、畑 164ha（令和 6 年面積調査よ

り）と耕地面積率 23.7％、水田面積率 96.0％で水稲、麦類、大豆栽培が盛んな

農業地域である。低標高の山がいくつか存在するものの、農用地は平坦な地形で

過去 30 年間の年平均降水量は 1,547.3mm、月別平均最高気温は８月の 31℃が最

も高く、同月平均最低気温は 24℃である。対して、月別平均最低気温は１月の

０℃が最も低く、同月平均最高気温は 7℃である。夏季は高温多湿だが、冬季は

寒冷少雨な気候帯である。 

西生来町も古くから農業で栄えており、以前は桑畑が多かったが養蚕業の減

少とともに土地利用型農業へ転身している。昭和 58 年に耕地整備されており、

当時より作土下は礫が多く、深耕が困難な砂土～砂壌土（細粒の乾田と黒ボク土）

が中心である。用水は琵琶湖からの逆水を利用している（図１）。 

 

図１、滋賀県近江八幡市西生来町の所在 

 

滋賀県近江八幡市西生来町 
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２.農事組合法人西生来営農組合の経営内容 

農事組合法人西生来営農組合は市内で先駆け、特定農業団体として転作部門

の協業を行ってきたが、担い手の高齢化や後継者不足などにより、水稲も含めた

協業化への要望も多くなり、結いの精神に基づき、平成 23 年 10 月に法人を設

立された。令和７年で 15 期目となる。 

現在、本法人は 106 戸の構成員で事業が行われている。いまだに転作組合と 

しての形が色濃く、集落内には水稲耕作者が存在しているが、転作は完全に協 

業であり個人耕作者も構成員として事業に参画している。 

出役者の多くが定年退職者で構成され、65 歳以上が主力従事者となっている。

このうち 15 名程度が主要なオペレーターとして従事されており、軽作業への 

出役に対しては 40 名程度が参画している。後継者育成はＯＪＴを中心に、各種

作業時には経験者が後継者へ何度も教える組織基盤を確立している。また、全て

の作業でマニュアル化を行い、技能の承継と作業品質の向上に取り組むととも

に、大型特殊免許の取得費用についても法人から補助している。 

令和 7年度の経営面積は、水稲 29.6ha,小麦 23.0ha、大麦 11.5ha、大豆 34.3ha

である。ほぼすべての基幹作業を法人で完結させているが、麦類の乾燥調製作業

の多くはＪＡの共同乾燥施設を利用している。 

 

３．技術上の特色 

本法人は、適期作業を目的に 1 経営体内で大麦と小麦の計 2 麦種を生産して

きた。適期の異なる２麦種を作付けすることにより作業機械や作業者に無理の

ない計画を立てることができ、２麦種共に滋賀県内でも非常に高い収量と品質

を確保されている。 

大麦と小麦の２麦種栽培は特定農業団体時より実施している。近隣の生産者

と比較しては珍しい体系であるが、品質と収量を確保するため、様々に試行錯誤

した結果、収れんした体系である。小麦については、以前は農林 61 号を栽培し

ていたが、実需による要望や高収量を期待できる短稈小麦品種「びわほなみ」へ

４年前に品種転換した。大麦については、以前はあまぎ二条を栽培していたが、

大麦縞萎縮病や実需の変更に伴い、ミノリムギに転換したが収益性は向上せず、
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六条小粒大麦「ファイバースノウ」にて収益性が安定し現在に至る。 

先述のとおり礫が多い地域であるが、排水対策の強化として、麦作付けにあた

り水稲収穫後にモアによる藁の裁断と、サブソイラを 10ｍに１本程度入れてい

る。稲藁、麦藁は全量土壌すき込みを行い、排水性向上とともに有機物貯留につ

いても意識している。また、明渠は播種時に片側サイドリッチャで溝掘り(5ｍ間

隔)を行っている。これら表面排水の組み合わせによる徹底した排水対策を図る

ことで湿害対策を行っている。（表１）。 

 収穫作業機としてコンバインを 4台所有（汎用コンバイン 2台（水稲・麦・大

豆用、大豆専用）、自脱型コンバイン 2台（水稲・麦用））している。汎用コンバ

インは法人設立時の 15 年前から導入している。自脱型コンバインよりも収穫作

業に多くの馬力を必要とするが、収穫ロスを低減させることができる。また、稈

長の長いファイバースノウの麦稈も効率的に裁断することができ、次作の大豆

の播種時における精度向上にもつながっている。 

土壌改良資材や肥料の散布時には、速度連動型ブロードキャスターを導入し

ている。本機械はオペレーターの走行速度にとらわれない均一な施用を行うこ

とができ、生育の均一化を図ることができる。さらに、オペレーターの技術力に

左右されない作業の均一化・効率化を実現している（表１）。 

また、播種作業を円滑に進め適期に完了させるために、大麦の播種では基肥 40

㎏/10ａ施用設計のうち、播種前に 20 ㎏/10a をブロードキャスター（速度連動

型）で均一全層散布し、残り 20 ㎏/10a は播種同時側条施用することで、播種時

の補給時間短縮と作業者の重労働軽減を行っている（表２）。 
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              表１、農業機械利用状況 

 

 

４．収量の向上、品質改善 

当法人の平均収量は、小麦（びわほなみ）は542㎏/10ａで滋賀県産平均の327.2

㎏/10ａを大きく上回っている（表３）。品種転換初年度は、播種日や追肥のタイ

ミングなど探りながらの栽培であったため、収量が伸びなかった。そのため、オ

ペレーターを中心に組合員がそれぞれ思考・検討する中、ＪＡや県農産普及課の

指導していた基肥一発体系の施肥から後期重点施肥体系に切り替えたこと（基

肥 30kg/10a から 20 ㎏/10a に減肥、追肥 40kg/10a から 50kg/10a に増肥)によ

り、県平均を大きく上回る収量を得られるようになり、地域の麦作付け暦のモデ

ルにもなった。 

また、六条小粒大麦（ファイバースノウ)も578㎏/10ａと滋賀県産平均の326.4

㎏/10ａを大きく上回っている（表２）。播種については大麦、小麦の順番で播種

しており、小麦圃場にこぼれた大麦は抜き取りに入り、機械類はしっかり掃除す

ることを心掛けている。 

品質改善に関しては、種子更新（100％）を毎年行っている。これは自家採種

による品種特性の不明瞭化が品質や収量等に大きなリスクであると認知されて

いるためである。また、両麦種ともに赤かび病に対する抵抗性が低く、例年防除

所による注意報に基づいて３回の赤かび防除を実施している。滋賀県指針とし

ては両麦種ともに２回防除は必須、３回目は防除所の指導によるとしている。 

稼 動 面 積 稼 動 期 間

個人有 共　有 借　用 a　

（ 共通 作業 機）
54,63,65,70,85
馬力

5

残 渣 処 理 2 3,844 a 10/6～10/11 3日

暗 きょ 、明 きょ 1 3,844 a 10/12～10/22 10日

土壌改良資材 散布 2 3,844 a 10/12～10/19 2日

耕 起 3 3,844 a 10/15～11/10 9日

溝 掘 り 1 3,844 a 11/7～11/14 7日

基 肥 2 3,844 a 10/24～10/25 2日

播 種 2 3,844 a 11/6～11/28 8日

除 草 剤 散 布 1 3,844 a 11/6～11/20 9日

追 肥 2 2,436 a 2/15 1日 小麦（びわほなみ）のみＧＰＳ連動ブロキャス

除 草 剤 散 布 1 3,844 a 3/23～3/25 3日

防 除 1，1 3,844 a 4/21～5/11 4日 一部外部へ委託（無人ヘリ）

刈 取 り 62，60馬力 2 3,844 a

脱 穀 110馬力 1 3,844 a

運 搬 1 3,844 a 6/4～6/12 2日

乾 燥 ・ 調 製 3 1,407 a 5/31～6/5 3日
小麦は全て、大麦においてもほぼJA施設へ生

麦出荷。大麦は一部半乾燥にてJA出荷。

残 渣 処 理 2 3,844 a 5/29～6/20 13日

生 産 管 理

モア

ブロードキャスター

ビークル

5/24～6/13

モア

ブロードキャスター、クリーンシーダ

ロータリー、クリーンシーダ

ロータリー

溝掘り機

9日

　トラクター

サブソイラ

ブロードキャスター

軽トラ

乾燥機

自脱型コンバイン
汎用コンバイン｝

ビークル、ドローン、無人ヘリ

クラウド型営農管理
システム（ザルビオ）

ビークル

台　　　数
実稼働日数 備 考使 用 機 械 名作 業 名 型式、規格、馬力
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収穫にあたっては適期収穫時期を見極めるために担当部長が水分測定（自前

水分計および出荷先 JA 水分計）をこまめに行い、子実水分が 30％程度になった

ら収穫を開始するなど適期刈取りを行い品質の確保を図っている。収穫作業は

後述のとおり、予測収穫適期の1か月前には収穫作業の出役者をすべて決定し、

事前に作業者を確定させていることからいつでも収穫ができる環境を確立して

いる。 

こうした取り組みの結果、品質面においても、小麦・大麦ともに継続して１等

比率 100％を確保している。特に滋賀県における令和 7年産びわほなみについて

は、収穫適期時に発生した降雨の影響から穂発芽が激発しており、多くの生産者

で規格外比率が高まったにもかかわらず、当法人では適期刈取りを意識し、短期

間で収穫を行ったことで降雨を免れることができ、品質を確保できた。 

 

表２、耕種概要（大麦：ファイバースノウ） 

 

  

　作物名 　収穫期

水稲（みずかがみ、コシヒカリ、キヌ

ヒカリ、日本晴、秋の詩）
8～9月

条　間 25 cm

株　間 バラマキ

播　幅

土力じまん 　施肥方法

１００kg kg kg

管 理

　施肥方法

追 肥 （施用なし）

kg kg kg

病 虫 害 防 除

　作物名

白大豆（ことゆたかA1号）

　化学肥料合計

　
N　　　　　kg

P　　　　　kg

K　　　　　kg

　（中耕、土入、踏圧、除草等）

　実施時期及び方法

播種後ボクサー乳剤ビークル散布（200倍100L/10a）。

2月下旬～3月中旬バサグラン液剤ビークル散布（500倍100L/10a）

　 （注）　１．麦の種類等によって、播種時期、肥料、前後作物等が異なる場合は、その旨を記入すること。

　　　　 　２．化学肥料の施用量合計欄は三要素成分換算量を記入すること。

kg

　施用時期

　肥料名

　施用量（10a当たり）

　播種、植付時期

　7月中旬
後 作 物

　実施時期及び方法　　（薬剤名、10a当たり使用量、散布機械等）

斑葉病他：播種前種子ベンレートTコート5g/kg紛衣。赤カビ病：４月上中旬ワークアップフロアブル、４月下旬ミラ

ビスフロアブル、５月上旬ワークアップフロアブル（16倍0.8L/10a）すべてドローンの場合。ビークル使用時は異な

る。

　害虫名

　病　名

基 肥

収量（10アール当たり）

　播種量

　肥料名（有機物、土壌改良資材含む）

　施用量（10a当たり）

麦パンチ（35-
2-5）

４０kg

平均384kg

殺菌剤「ベンレートTコート」5g/kg紛衣

ロータリー耕。整地及びうね立てはなし。

大麦：１１月上旬

前作の栽培状況等

　種子予措の方法

　耕起整地及びうね立の有無

　播種時期

耕起、整地、播種

　有機物及び土壌改良材の種類と施用量

土壌改良資材：「とれ太郎」80kg/10a

土力じまん：ブロードキャスタ

麦パンチ：ブロードキャスタ、

側条施肥機

　作業名

大麦：7kg/10a

播 種 方 法 等

　化学肥料合計

　N　　14　kg

　P　　5.8　kg

　K　  2.0　kg

　播種様式

条播　

かび
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表３、耕種概要（小麦：びわほなみ） 

 

 

５．コスト・労働時間の軽減 

10ａ当たりの労働時間は、約 3.7 時間である（表４）。下記に示す取り組みに

よって労働時間の削減が実現できている。ただし、本法人は集落営農法人であり

「自分たちの農地は自分たちで守る」という事業理念から後継者育成にも意欲

があり、作業時間はＯＪＴのために増加している。そのため、実際の作業効率は

本指標以上に高いものとして考えられる。 

地域として農地の多くが 30ａ程度の区割りであるが、畦畔除去を行うことに

より 60～90ａにまで合筆を行っており、作業効率を高めている。また、一発肥

料を用いて施肥作業を 2回に抑えることで労働時間軽減を図っている。 

コスト低減の取り組みとして、農薬は主として単位面積当たりの価格が安価

な液剤を活用することとしている。また、作業委託による費用の外部流失を防ぐ

ため、ビークルと小型ドローンを法人で所有し、液剤散布を組織内で可能な限り

完結できるようにするとともに労働時間の軽減につなげている。 

　作物名 　収穫期

水稲（みずかがみ、コシヒカリ、キヌ

ヒカリ、日本晴、秋の詩）
8～9月

条　間 25 cm

株　間 cm

播　幅 cm

土力じまん 　施肥方法

１００kg kg kg

管 理

2月上中旬 　施肥方法

追 肥
セラコートR2500

（25-0-10）

５０kg kg kg

病 虫 害 防 除

　作物名

白大豆（ことゆたかA1号）

　播種時期 小麦１１月中旬 条播　

前作の栽培状況等
収量（10アール当たり） 　有機物及び土壌改良材の種類と施用量

平均384kg 土壌改良資材：「とれ太郎」80kg/10a

　播種量 小麦：8kg/10a

基 肥

　肥料名（有機物、土壌改良資材含む）
セラコート
R2500（25-0-

　化学肥料合計

　N　　　５　　kg

　P　　　５　　kg

　K　　　２　　kg　施用量（10a当たり）

２０kg

耕起、整地、播種

　種子予措の方法 殺菌剤「ベンレートTコート」5g/kg紛衣 播 種 方 法 等

　耕起整地及びうね立の有無 ロータリー耕。整地及びうね立てはなし。 　播種様式

N　１２.５　kg
P　　　０　kg
K　　　５　kg

　施用量（10a当たり）
kg

　作業名 　実施時期及び方法

　（中耕、土入、踏圧、除草等）
播種後ボクサー乳剤ビークル散布（200倍100L/10a）。

2月下旬～3月中旬バサグラン液剤ビークル散布（500倍100L/10a）

ブロードキャスタ

　 （注）　１．麦の種類等によって、播種時期、肥料、前後作物等が異なる場合は、その旨を記入すること。

　　　　 　２．化学肥料の施用量合計欄は三要素成分換算量を記入すること。

土力じまん：ブロードキャ

スタ

セラコートR：側条施肥機

　実施時期及び方法　　（薬剤名、10a当たり使用量、散布機械等）

　病　名
斑葉病他：播種前種子ベンレートTコート5g/kg紛衣。赤カビ病：４月下旬ワークアップフロアブル、5月上旬ミラ

ビスフロアブル、５月中旬ワークアップフロアブル（16倍0.8L/10a）すべてドローンの場合。ビークル使用時は異

なる。

　害虫名

後 作 物
　播種、植付時期

　7月中旬

　施用時期
　化学肥料合計

　

　肥料名

かび
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 また、法人で農機具を適切に保守管理し、機械整備等の経費削減に取り組んで

きた。播種作業前には機械のメンテナンス、調整を兼ねてテスト走行を行ってい

る。設立当初から機械部による専属的な整備管理によって長期的な使用を実現

している。その他にも、免税軽油の活用による費用削減も取り組んでいる。 

 

表４、10a 当たりの機械使用時間及び労働時間 

 

 

６．その他の経営上の特色・今後の麦作への取組み 

麦跡はすべて白大豆(ことゆたか A1 号)を作付けし、水稲・麦・大豆の２年３

作ブロックローテーション体系を確立し団地化と連作障害の回避を目指した効

暗 渠 ｻﾌﾞｿｲﾗ 10/12 ～ 10/22 11.2 11.2

土壌改良資材散布 ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾀｰ 10/12 ～ 10/19 12.2 12.2 土力じまん100kg/10a

耕 起 (ｽﾀﾌﾞﾙｶﾙﾁ)、ﾛｰﾀﾘｰ 10/15 ～ 11/10 21.8 21.8

肥 料 散 布 ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾀｰ 10/24 ～ 10/25 2.9 2.9 大麦のみ施用20kg/10a

耕 起 ﾛｰﾀﾘｰ 10/31 ～ 11/9 3.2 3.2 ﾛｰﾀﾘｰ2回

種 子 の 準 備 11/2 ～ 11/14 3.7 ﾍﾞﾝﾚｰﾄT粉衣

播 種 クリーンシーダ 11/6 ～ 11/28 33.1 39.4 同時元肥施用20kg/10a

明 渠 つ な ぎ 溝掘り機 11/7 ～ 11/14 7.9 7.9

除 草 剤 散 布 ビークル 11/6 ～ 11/20 16.6 16.6 ボクサー乳剤

追 肥 ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾀｰ 2/15 5.7 5.7 小麦のみ施用20kg/10a

除 草 剤 散 布 ビークル 3/23 ～ 3/25 7.8 7.8 バサグラン液剤

防除（赤カビ） ドローン 4/21 ～ 5/11 5.3 5.9

草 刈 り 刈払機 6/5 2.0 2.0

刈 取 、 脱 穀
自脱型・汎用
ｺﾝﾊﾞｲﾝ
JA施設へ運送

5/24 ～ 6/13 60.6 63.4

乾 燥 乾燥機 5/31 ～ 6/5 4.2 4.2
一部のみ。ほぼ施設出
荷。予備乾燥を含む。

運 搬 ﾄﾗｯｸ(借用返却) 6/4 ～ 6/12 0.4 0.4

残 稈 処 理 モア 5/29 ～ 6/20 16.0 16.0

211分 225分

3.5時間 3.7時間

（4.5時間）

（　）内は県平均の労働時間を記入すること。

※※本本デデーータタはは令令和和７７年年度度のの実実績績。。(())内内はは滋滋賀賀県県平平均均（（令令和和５５年年３３月月作作成成農農業業経経営営ハハンンドドブブッッククよよりり））

※※各各作作業業はは作作業業にに出出役役ししたた組組合合員員のの日日報報をを基基にに各各員員作作業業時時間間のの積積算算でで算算出出ししてていいるる。。

合計

作 業 名 稼 働 日 備 考機 械 名
機械使用
時間（分）

労働時間
（分）

かび
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率的な農地利用を行っている（図２）。 

営農作業のタイミングはＪＡや県農産普及課の指導をもとに決定し、適期作

業に努めている。また、施肥体系の改善に向けた実証圃の設置にも協力し、地域

モデルとして品質・収量の向上に貢献している。 

すべての作業で共通して、出役者の調整は ICT ツール（LINE）を活用し、迅速

かつ効率的な事務環境を整えている。また、作業予定日の 1 か月前には出役者

をすべて決定しており、作業予定が前後しても対処可能な作業者の手配を確立

している。 

次年度の作付けについては、市農業再生協議会による生産数量目標を考慮し

て決定する予定である。圃場での雑草害(カズノコグサ)対策が令和８年産麦に

向けての短期的な取り組み課題となっている。 

今後の麦作への取り組みとして、現在 10 ㎏散布可能なドローンを導入しオペ

レーター5名が作業をしているが、効率面からさらなる大型ドローンを導入する

こと、ドローン免許を取得するオペレーターを増員することを検討している。 

また、近隣に電波塔や新幹線、送電線が多く存在し、位置情報に誤差が生じる

ことの懸念から直進アシスト機などのスマート農機の導入を躊躇しているが、

今後は、作業効率の向上を図るため、メーカー等を交えた検討を行う予定である。 

さらに、ＪＡによるファイバースノウの販売方針について、「押し麦用」から

「麦茶用」に転換することから、「麦茶用等大麦評価基準」に対応するため、タ

ンパク含量を上げるための栽培試験に積極的に協力している。 

 

 

図２ ブロックローテーションイメージ概略 

〇印 播種・移植  △収穫を⽰す
作⽬ 品種

みずかがみ

コシヒカリ

キヌヒカリ

にじのきらめき

秋の詩

1⽉ 2⽉ 3⽉ 12⽉6⽉
ブロックローテーション図（２年３作体系）

11⽉9⽉7⽉ 10⽉8⽉4⽉ 5⽉

⼩⻨

⼤⻨

⼤⾖

⽔稲

びわほなみ

ファイバースノウ

ことゆたかA１号

以降、⻨作
（もしくは⽔稲）

⼤⾖跡
（もしくは⽔稲後）

以降、⼤⾖作
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７．その他特記事項 

集団の耕作方針に係る意思決定等については、12 名から構成される役員会に

て稟議し決定することとしている。役員会は、その他にも資材検討、総会運営等

を議題に、月 1 回を目標に開催している。耕作方針に係る意思決定では、例え

ば、先進的な取り組み事例や、近隣法人の事例等をヒアリングした結果をもとに

した生産性向上に資する新たな耕作方針を導入するなど、それぞれの考えを持

ちよりながら、集団としての方針を決定している。その際にも、ＪＡや県農産普

及課の指導を参考に、倒伏状況等を確認して 10a あたりの播種量や肥培設計を

適宜見直し最適化を図っている。 

また、組合員個々それぞれの品質向上や経営改善に対する意識は高く、技術研

修会等にも積極的に参加し、新たな技術や知識の習得を心がけている。引き続き

ＪＡや行政等の関係機関と協力しながら、経営改善に向けた取り組みを行う予

定をしている。 

集落営農法人として、持続的な組織運営が大切である。当法人は、10 年後の

わが町の農業を見据え、後継者対策や農地対策などの地域の在り方について中

心的な役割を果たしており、地域農業を支える組織として今後も貢献していき

たいと考えている。 

 

 

 

執筆者：JA グリーン近江 営農事業部 営農振興課 山本曜 




